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おんだの人

２月の健康相談

こんにちは、「おんだチャンネル」です。令和４年３月から、「恩

田地域づくり協議会」で地域貢献にたずさわる人を、リレー形式

で毎月紹介しています。第35回は、恩田小学校愛育会会長の

坂本直子さんです。頼りがいのある女性リーダーの意外な一面

にとても親近感が湧きました。

大切な存在「愛育会」 坂本直子

みなさんこんにちは!恩田小学校愛育会会長を勤めさせてい

ただいています坂本です。

恩田地区に引っ越したのは令和3年で、子どもが2年生の終

わりのときです。以前はとても近くの常盤地区に住んでいまし

たが、約1km離れたところに引越しをしたら恩田地区になり、は

じめは仕方なく転校させた感じでした。恩田地区に住んでまず

子ども会には当然のように入会しました。ところが子ども会がと

ても活発で有価物収集は以前のところでもありましたが恩田地

区の子ども会はドッヂビーやクリスマス会、海水浴、ボーリング

大会ととてもたくさんの行事があり、子どもが「転校してよかっ

た！」と喜んでいました。習い事の柔道もコロナの影響で通って

いた道場が使えなくなり柔道は出来ずトレーニングするだけの

日々でしたが、たまたま同じクラスに柔道をしている子どもがい

たので同じ道場に入団させたら、なかなか楽しくやっていてホッ

としました。私自身も転校して2年目で何を勘違いしたのか愛育

会の執行部に立候補してしまいました。しかし執行部1年目は

楽しくてあれよあれよという間に過ぎていきました。2年目も楽し

くやっていこうと思った矢先に会長を決めないといけない時期

になりまして何を血迷ったか（たぶん酔っ払ってました）「会長を

やる！」と言ってしまいました。はじめは会長ってやることが多く

て大変かもと思い、これは痩せるチャンスだと思ったら…会議は

副会長はじめ執行部内で分担してもらい、頭を使うことは書記

さんに任せっぱなし。そうなると痩せるどころではなく体重増に

歯止めがきかず11月になって、「あ！卒業式と入学式スピーチ

がある。痩せなければ 」と思い出しダイエットを決意。本番まで

にどの程度痩せているかは不明ですが、痩せていようが増え

ていようが卒業式と入学式は心を込めてスピーチさせてもらい

ます。今PTAの在り方が問われている地域もある中、保護者の

みなさん方がお子さんが学校生活を楽しく安全に過ごすために

協力しあえる愛育会はほんとに大切な存在だと思います。いつ

もご理解、ご協力をありがとうございます。

担当 村川保健師、南部第１高齢者総合相談センター（秋山）

日時：2月19日（水） 10：00～11：30

（毎月第三水曜日）

場所：恩田ふれあいセンター 1階広報室

申込：不要

「2月は、血管年齢測定です」 目指せ！血液サラサラ

「AGEｓ（老廃物）測定」 目指せ！サビない身体

募集 ～ふれあいクッキング～ （先着8名）

（恩田地区社会福祉協議会）

日 時：令和7年2月18日（火）9:30～12:00

場 所：恩田ふれあいセンター調理室

申 込：2/13（木）迄に恩田ふれあいセンターへ（21）0349

◇寒い日はあったまろう！メニュー◇

厚揚げ豆腐ステーキ、美祢産原木椎茸のフライ

かぶとりんごのサラダ

切り干し大根の簡単ピクルス

大根とホタテのしょうが入りスープ

ホットケーキミックスを利用した簡単スイーツ

【大根はビタミンCが豊富、水に溶けやすい栄養素なので

スープごといただきましょう。厚揚げの食べ比べもお楽しみに！】

【地区人権教育推進大会のご案内】

主催：恩田地区人権教育推進委員協議会

日 時：令和7年2月16日(日)9:30～11:30

場 所：恩田ふれあいセンター 2階会議室

内 容：

１）作文発表 恩田小学校児童、常盤中学校生徒

２）演 題 「ひたむきに子どもと向き合った日々」

講 師 大谷 正樹氏

（パラアスリート大谷春樹君のお父様）

＊参加の申込は恩田ふれあいセンターへ （21）0349

＊臨時駐車場もご用意しますが、駐車スペースに限りがござ

いますので、なるべく徒歩・自転車等でお越しください。

9:30 見守りネット
18:30 地域づくり役員会

4 火 19:00 体振役員会 センター
10:00 母推定例会
19:00 おんだ翼定例会

6 木 15:00 民児協月例会 センター
7 金 19:00 ふれあい運動例会 センター

9:00 交通役員会
10:00 ひよこミルク

13 木 9:30 老連理事会 センター
9:30 まちづくりサークル センター
10:00 オレンジほっとサロンin五十目山 五十目山会館

9:30 人権推進大会

11:30 第３回人権教育推進委員協議会

18 火 13:30 支え合い会議 センター
10:00 健康相談（保健師来館） センター
13:30 オレンジほっとサロンin則貞 則貞会館
19:00 恩子連定例会
19:00 体振三役会
7:30 自治連あいさつ運動 各拠点
13:30 オレンジほっとサロン センター

26 水 19:00 おんだ翼役員会 センター
27 木 18:30 地域づくり三役会 センター

21 金 センター

25 火

金

16 日 センター

19 水

14

3 月 センター

12 水 センター

5 水 センター
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み
な
さ
ん
は
䣓
人
権
䣔
を
守
る
た
め
に
ど
ん
な
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
䣎
私
は
䣍
み
ん
な
が
笑
顔
で

い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
䣎
そ
の
理
由
は
䣍
笑

顔
で
仲
良
く
暮
ら
し
た
ら
䣍
差
別
や
い
じ
め
が
な
く
な

り
平
和
に
な
れ
る
と
思
う
か
ら
で
す
䣎 

 

私
は
䣍
修
学
旅
行
で
広
島
の
平
和
記
念
公
園
に
行
き
䣍

被
爆
体
験
伝
承
者
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
り
平
和
集
会

を
し
た
り
し
ま
し
た
䣎
広
島
で
は
䣍
原
爆
の
爆
風
䣍
熱

線
䣍
放
射
線
の
影
響
で
た
く
さ
ん
の
人
々
が
亡
く
な
り

ま
し
た
䣎
ま
た
䣍
外
国
で
は
䣍
今
も
国
同
士
で
戦
争
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
䣎
そ
の
戦
䣬
て
い
る
国

の
人
々
は
き
䣯
う
ふ
や
不
安
䣍
悲
し
み
で
笑
顔
に
な
れ

な
い
と
思
い
ま
す
䣎
で
す
が
䣍
こ
れ
ら
の
戦
争
は
私
た

ち
の
手
で
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
䣎
今
䣍
私
た
ち

に
で
き
る
事
は
䣍
ま
ず
は
学
校
で
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
を

笑
顔
に
す
る
事
だ
と
思
い
ま
す
䣎
例
え
ば
休
み
時
間
䣍

一
人
で
い
る
子
が
い
た
ら
声
を
か
け
て
あ
げ
た
り
䣍
勉

強
が
分
か
ら
な
い
子
が
い
た
ら
教
え
て
あ
げ
た
り
す

る
こ
と
で
䣍
も
䣬
と
た
く
さ
ん
の
友
達
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
䣎
友
達
が
た
く
さ
ん
い
れ
ば
䣍
笑
顔
も
た
く

さ
ん
に
な
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ま
す
䣎
ま
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䣍
大
切
な
の
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困
䣬
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い
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人
や
䣍
な
や
ん
で
い
る
人
の
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聞
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䣍
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生
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談
し
た
り
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決
方
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䣬
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た
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す
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と
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思
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䣎
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も
家
で
家
族
の
手

伝
い
を
し
た
り
䣍
街
の
中
で
困
䣬
て
い
る
人
に
声
を
か

け
た
り
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
䣎
実
際
に
私

は
䣍
家
で
お
母
さ
ん
の
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理
の
手
伝
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を
し
た
り
䣍
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と
ん
を
し
い
た
り
た
た
ん
だ
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し
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と

お
母
さ
ん
が
䣓
あ
り
が
と
う
䣎
䣔
と
言
䣬
て
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
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䣍
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自
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笑
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な
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す
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私
た
ち
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イ
ン
タ
䤀
ネ
䣹
ト
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な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
䣬
て
い
ま
す
䣎
ス
マ
ホ
な

ど
を
通
じ
て
私
た
ち
は
い
つ
で
も
簡
単
に
情
報
を
得

た
り
遠
く
離
れ
た
人
と
コ
ミ
䣻
ニ
ケ
䤀
シ
䣼
ン
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
䣎
仕
事
や
勉
強
に
も
イ
ン
タ
䤀
ネ

䣹
ト
は
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か
せ
ず
䣍
効
率
的
に
情
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を
共
有
し
た
り
学

校
で
は
授
業
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中
で
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学
習
な
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わ
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し
か
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あ
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あ
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も
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え
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す
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䣹
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ラ
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ル
が
も
た
ら
す
人
間
問
題
に
つ
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て
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え
て
み
ま
し

た
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ま
ず
䣍
ネ
䣹
ト
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ラ
ブ
ル
の
中
で
特
に
多
い
誹
謗
中

傷
や
ネ
䣹
ト
上
で
の
い
じ
め
で
す
䣎
こ
れ
は
個
人
に
対

す
る
悪
質
な
コ
メ
ン
ト
や
デ
マ
情
報
が
広
が
り
被
害

者
に
大
き
な
精
神
ダ
メ
䤀
ジ
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あ
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え
相
手
を
お
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つ
め
る
こ
と
に
な
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ま
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䣎
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ネ
䣹
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で
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る
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質
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だ
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䣎
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た
こ
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の
言
動
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す
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そ
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ラ
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よ
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䤀
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し
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ま
う

と
い
う
事
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あ
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ま
し
た
䣎
こ
の
時
ま
だ
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十
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さ

い
と
い
う
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で
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こ
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件
で
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ど
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こ
う
し
た
ネ
䣹
ト
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ラ
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者
の
人
権
を
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す
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で
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ラ
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う
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す
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き
な
の
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え

て
み
ま
し
た
䣎
ま
ず
䣍
第
一
に
イ
ン
タ
䤀
ネ
䣹
ト
の
お

そ
ろ
し
さ
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
䣎
特
に
䣍
若
い
人

に
対
し
て
イ
ン
タ
䤀
ネ
䣹
ト
は
良
い
所
だ
け
で
は
な

く
䣍
そ
の
危
険
性
や
リ
ス
ク
を
䣍
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
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大
切
で
す
䣎
例
え
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䣍
匿
名
性
に
つ
い
て
で
す
䣎
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れ
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自
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身
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ラ
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て
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つ
け
た
と
き
に
隠
れ
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い
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い
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こ
と
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当
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し
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せ
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た
め
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ネ
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す
る
際
は
䣍
自
分
の
言
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が
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よ
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響
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え
る
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け
る
こ
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と
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切
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タ
䤀
ネ
䣹
ト
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便
利
な
も
の
で
あ
る

と
同
時
に
䣍
そ
の
使
い
方
次
第
で
は
他
人
の
人
権
を
脅

か
す
凶
器
に
も
な
り
ま
す
䣎
ネ
䣹
ト
上
で
の
言
動
が
現

実
と
同
じ
よ
う
に
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響
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つ
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に
す
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し
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ば
人
権
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能
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が
あ

り
ま
す
䣎
ネ
䣹
ト
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
社
会
全

体
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
䣎
そ
し
て
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
意
識
が
人
権
を
守
る
た
め
の
鍵
と
な
り
ま

す
䣎 
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中
野 

柊
志 

・
一
言
で 

い
じ
め
は
じ
ま
り 

傷
一
生 

 
 

見
て
い
た
あ
な
た
も 

同
じ
罪 

 
 

 
 

重
村 

咲
妃 

・
ひ
と
り
ひ
と
り
の
命
が 

世
界
の
宝
も
の 

 
 

佐
々
木 

凛 

・
そ
の
言
葉 

ど
こ
か
で
人
を 

き
ず
つ
け
る 

 

 
 

岡
部 

萌 

・
自
由
に 

意
見
を
言
お
う 

自
分
の
口
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊
東 

璃
子 

・
や
め
よ
う
よ 

こ
の
一
言
で 

救
わ
れ
る 

 
 

 

爲
末 

明
稟 

・
が
ま
ん
せ
ず 

聞
い
て
も
言
䣬
て
も 

大
丈
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

村
川 

慶
司 

・
み
ん
な
自
由
で 

み
ん
な
仲
間 

 
 

 

岡
﨑 

羅
来 


